
 令和８年度  全国学力・学習状況調査公表    東根市教育委員会   

東根市全体の結果及びに学校別の結果についての公表は、次のようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
１ 学力調査の結果 
   小学校 平均正答率（％）            中学校 平均正答率（％）※英語は平均 IRT スコア 

小６ 国語 算数  中３ 国語 数学 英語３技能 

東根市 58 55  東根市 61 52 462 

山形県 58 53  山形県 63 54 476 

全 国 60.9 56.4  全 国 63.9 57.0 499 

                        ※英語３技能は「聞くこと」「読むこと」「書くこと」 

                                ※IRTスコアは 500 を基準にした得点で表すもの。 

                                    全国平均は、算出された各生徒のスコアを足し合わせて平均をとって 

                                                                 いるため、500 に一致するとは限らない。 

２ 学習状況調査の結果から（※特徴的な質問事項） 

 小学校（当てはまる・どちらかといえば当てはまる：％）  中学校（当てはまる・どちらかといえば当てはまる：％） 
質問事項 市 県 全国  質問事項 市 県 全国 

① 分からないことやくわし
く知りたいことがあった
ときに、自分で学び方を考
え、工夫することはできて
いますか 

81.5 80.4 79.4 

 ① 分からないことやくわし
く知りたいことがあった
ときに、自分で学び方を考
え、工夫することはできて
いますか 

82.1 78.9 78.2 

② 地域や社会をよくするた
めに何かしてみたいと思
いますか 

82.6 80.9 80.1 
 ② 地域や社会をよくするた

めに何かしてみたいと思
いますか 

82.0 77.9 72.3 

③ ５年生までに受けた授業
では、課題の解決に向け
て、自分で考え、自分から
取り組んでいましたか 

79.0 77.6 77.6 
 ③ １、２年生のときに受けた

授業では、課題の解決に向
けて、自分で考え、自分か
ら取り組んでいましたか 

83.7 81.8 78.8 

④ 国語の勉強は好きですか 
66.8 63.0 57.4  ④ 国語の勉強は好きですか 

72.9 62.3 57.2 

⑤ ５年生までに受けた授業
では、国語の授業で、文章
を読んで理解したことに
基づいて、自分の考えをま
とめていましたか 

82.8 79.7 78.3 

 ⑤ １、２年生のときに受けた
授業では、国語の授業で、
互いの立場や考えを尊重
しながら話し合い、結論を
導くために考えをまとめ
ていましたか 

90.1 87.2 84.8 

⑥ 算数の勉強は好きですか 60.6 57.5 57.6  ⑥ 数学の勉強は好きですか 59.5 56.2 56.1 

⑦ ５年生までに受けた授業
では、算数の授業で学習し
たことを、普段の生活の中
で活用できていましたか 

85.0 83.9 83.2 

 ⑦ １、２年生のときに受けた
授業では、数学の授業で学
習したことを、普段の生活
の中で活用できていまし
たか 

68.1 63.8 63.0 
 
 

 

 結果を受けた今後の取り組み                   

 

 

 

 

 

 

⑴ 学力調査の結果は、全国及び山形県、東根市の平均正答率を公表する。 
⑵ 学力調査の結果について、学校別の平均正答率は、競争をあおり調査本来の目的から離れ、

学校の序列化に繋がりかねないことから公表しない。 
⑶ 各小・中学校は、公表された結果を各学校の指導法の見直し等に活かし、個人の学習状況の

改善に役立てる。 

○「分からないことがあったときに自分で学び方を工夫する」と答えた児童生徒の割合が高く、主体
的に学びに向かう力や課題解決の力をさらに伸ばしていく必要があると考えます。授業でつまずき
を感じた児童生徒が、自ら解決策を見つけられるよう、一人ひとりの学習状況に応じたきめ細やか
な指導（個別最適な学び）を充実させていきます。 

○「国語や算数・数学の勉強が好き」という気持ちをこれからも育んでいけるよう、「わかる・でき
る」を実感できる授業づくりに努めます。基礎的・基本的な知識の確実な定着を目指し、AI型学習
教材の活用や児童生徒一人ひとりの理解度に応じた学びの環境整備を進めていきます。 

○「地域や社会をよくしたい」という児童生徒の思いを大切にし、地域の方々や専門家と連携した体
験活動・探究活動を充実させていきます。学んだことが日常の生活課題の解決に生かされるような
学習機会を創出していきます。 


